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性別

男性 女性

4

4

4

5
5

8

2
年齢

10代 20代 30代 40代

50代 60代 70代

27

1
1
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居住地

和歌山市 岩出市

海南市 大阪府

2

2 6

1

18

0

2
2
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県外居住経験（複数選択）

北海道 東北地方

関東地方 中部地方

近畿地方 中国・四国地方

九州・沖縄地方 海外

県外には住んだことがない
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1

1

3

4
15

3

市内居住年数

１年未満
１～３年未満
３～５年未満
５～10 年未満
10～20 年未満
20～30 年未満
30 年以上
居住していない（通勤・通学している）

9

911

7

3
2
職業

自営業 会社員
農林水産業 パート・アルバイト
学生 無職
その他



すてきなところ・残したいこと 変えたいところ・今後のばしたいところ 

１ 石垣 17（豊富に残る石垣の魅力） １ メンテナンス 19（城内の除草や維持管理） 

２ 景色 14（天守閣からの景色） ２ 体験 12（城内の活用） 

３ 歴史 9（築城・再建それぞれの歴史） ３ 施設 11（授乳室や子ども向けの設備、他

の復元構造物） 

４ 外観 8（天守閣の外観） ４ 展示、アクセス 各 7（天守閣の展示、天守

までのアクセス、駐車場） 















チーム名 理想の和歌山城のテーマ 重要視するキーワード 

天守閣 天守閣（シビックプライ

ド） 

戦後復興天守で「国宝第１号」を目指す 

天守で内部の展示（歴史展示）をしっか

り行う 

城全体でメンテナンスをしっかり行う 

チーム D 未来につながる和歌山城 バーチャル技術の活用、体験ができる 

子供たちが楽しめる 

人と人がつながるコミュニティ 

城下都市再開発プ

ロジェクト 

城下都市再開発 人の動く導線 

イベントの充実 

地域と繋ぐ組織 

株式会社 和歌山藩 人が集まる和歌山城 官民連携 

和歌山藩 

歩いて楽しいルートづくり 



（チーム名「天守閣」） 

（チーム名「チーム D」） 



（チーム名「城下都市再開発プロジェクト」） 

（チーム名「株式会社 和歌山藩」） 











 

 

 

 

 

 

 

 



（チーム名「天守閣」） 

（抽出意見） 
抽出意見 意見の分類 

昭和再建天守は「平和の象徴」として再建されたもの。 ストーリー性 

付加価値と活用 

 ・歴史的な博物館をつくる（近世） 

 ・インバウンドを含め様々な体験ができる 

機能 

常に考える 

 ・ランニングコストを稼ぎ、メンテナンスに 

 ・地域との話し合いの場が必要 

 ・企画力、行動力のある民間で運営（指定管理） 

維持管理 

運営 



（チーム名「チーム D」） 

（抽出意見） 
抽出意見 意見の分類 

人と人がつながるコミュニティ 

・人があつまる、みんなが集まれるように 

・子供、高齢者にも優しい（エレベーター） 

・思い出になる 

機能、設備 

子供たちが楽しめる 

・上り下りも楽しく（しんどくない） 

・安全性、自由に動きまわれる 

機能、設備 

歴史を感じる展示や体験（バーチャル体験や寸劇） 機能、設備 

総合アミューズメント 収益化 

・展示、食、体験 
機能、設備 

来場者と働く人が互いに声をかけやすい、フレンドリーな場所 

働く人を評価し、おもてなし体制を強化する。 

維持管理 

運営 



（チーム名「城下都市再開発プロジェクト」）

（抽出意見） 
抽出意見 意見の分類 

そのまま天守閣を残すのではなく、何かを使って活用する。新しい価

値をつくる。 

・みんなが活用できる。 

・あるだけでなく、残し続けたいと思えるように。 

・世代を超えた記憶、記録に残る天守閣「お城会場」。 

・色々な意見や声、興味や関心、地域愛や情報が集まる。 

機能、設備 

集客機能も兼ね備えた 稼げる天守閣 機能 

いつでもどこでも見られる天守閣 

・絵になるような景色を活かす。 
景観 

技術継承できる 

・木造化を含むメンテナンスの面で、職人技術が途絶えることなく活

用される。 

維持管理 



（チーム名「株式会社 和歌山藩」） ※写真が切れているため貼り合わせています

（抽出意見） 
抽出意見 意見の分類 

人が集まる天守閣 

・雰囲気づくり 展示の充実（木造ではなくても建物として往時の様

子がわかるような再現･展示）、そこに行かないとできない体験（メ

タバース等）、イベントの充実 

・飲食施設、休憩スペース 

・ユニバーサル、バリアフリー設備（エレベーターや便房設備） 

・見た目は今のまま（外壁の塗り替え等メンテンスをしっかり） 

・往時をイメージできるよう伝統技術を使った意匠 

機能、設備 

官民連携 仮想住民を増やす（和歌山藩） 

・情報発信等 運営を担える部分を民間へ 

・官民で話し合いができる場が必要 

維持管理 

運営 




